
こ
れ
ま
で
山
路
愛
山
の
参
考
文
献
目
録
は
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
る
が
（
付
記
参
照
）
、
網
羅
的
な
も
の
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
本
目

録
で
は
、
先
行
の
参
考
文
献
目
録
に
未
収
載
の
文
献
を
加
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
現
物
を
確
認
し
、
正
確
を
期
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

先
行
目
録
が
省
略
し
た
巻
号
や
副
題
を
加
え
、
単
行
本
所
収
の
情
報
を
付
加
し
た
。
い
わ
ば
本
目
録
は
、
先
行
参
考
文
献
目
録
の
増
補
改
訂
版

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

あ
る
。

要
旨
本
目
録
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
歴
史
家
・
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
北
村
透
谷
と
の
論
争
（
「
人
生
相
渉
論
争
」
）

相
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
路
愛
山
二
八
六
四
～
一
九
一
七
）
の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
後
編
〃
で
あ
る
。
収
録
期
間
は
、
昭
和
二
十
一
年

か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
の
五
十
七
年
分
で
、
「
単
行
本
」
「
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
の
二
つ
に
分
け
、
発
行
順
に
並
べ
た
も
の
で

山
路
愛
山
参
考
文
献
目
録

ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
平
成
十
四
年
Ｉ

鈴
木
一
正
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一
、
本
目
録
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
歴
史
家
・
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
北
村
透
谷
と
の
論
争
（
「
人
生
相
渉
論
争
」
）

相
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
路
愛
山
の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
後
編
〃
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
の
構
成
は
、
「
１
単
行
本
」
「
２
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
か
ら
成
る
。

一
、
収
録
期
間
は
、
副
題
が
示
す
と
お
り
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
の
五
十
七
年
分
と
し
た
。

一
、
排
列
は
、
月
単
位
で
発
行
順
に
並
べ
た
。
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載
の
場
合

は
、
そ
の
掲
載
順
と
し
た
。
た
だ
し
、
週
刊
紙
（
誌
）
、
日
刊
紙
の
場
合
に
限
り
、
同
月
内
の
後
に
日
付
順
に
並
べ
た
。

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
た
が
、

所
収
書
名
の
副
題
は
省
略
し
た
。
な
お
、
副
題
の
表
記
は
、
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
雑
誌
等
の
巻
号
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
努
め
た
。

一
、
単
行
本
は
「
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名
の
場

合
は
、
！
表
示
し
た
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
注
記
し
た
。

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。
な
お
、

所
収
書
名
は
、
↓
「
」
で
示
し
た
。

一
、
文
学
全
集
等
の
解
説
の
場
合
、
ど
の
作
品
に
つ
い
て
の
解
説
か
が
わ
か
る
よ
う
収
録
作
品
も
掲
げ
た
。
た
だ
し
、
愛
山
の
作
品
の

み
を
収
め
た
「
山
路
愛
山
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
、
「
山
路
愛
山
集
（
二
（
二
）
」
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
、
３
巻
〉
等
に
つ

い
て
は
割
愛
し
た
。

凡
例
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恥
笹
川
臨
風
‐
学
友
、

叩
＊
多
賀
宗
準
山
路
毒

書
房
、
昭
侃
・
皿

Ⅷ
山
路
久
三
郎
父
・
愛
山
を
語
る
〈
新
聞
界
の
先
覚
（
２
）
〉
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
路
．
５
．
７
）
↓
「
山
路
愛
山
集
（
二
厘

〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
３
巻
〉
月
報
、
三
一
書
房
、
昭
帥
・
２
に
抄
録

別
所
梅
之
助
昔
の
護
教
／
メ
ソ
ヂ
ス
ト
三
派
の
合
同
（
「
生
き
ん
と
す
る
意
志
』
二
宮
書
店
、
昭
路
・
川
）

明
藤
井
真
斎
山
路
愛
山
（
藤
井
真
斎
編
『
近
代
文
学
者
辞
典
』
二
松
学
舎
出
版
部
、
昭
別
・
５
）

皿
山
路
愛
山
（
日
本
文
学
研
究
会
編
『
近
代
文
学
者
人
名
辞
典
』
白
馬
書
房
、
昭
別
・
７
）

松
本
新
八
郎
解
題
（
「
足
利
尊
氏
」
〈
岩
波
文
庫
〉
、
岩
波
書
店
、
昭
別
・
８
）

坂
本
多
加
雄
「
山
路
愛
山
』
〈
人
物
叢
書
側
〉
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
侭
・
９
．
Ⅲ
）

佐
藤
善
也
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
（
近
代
文
芸
社
へ
平
岨
・
４
．
釦
）

岡
利
郎
「
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
」
〈
研
文
選
書
刀
〉
（
研
文
出
版
、
平
、
．
Ⅱ
・
賂
）

１
単
行
本

２
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文

学
友
、
僚
友
、
其
他
亀
明
治
還
魂
紙
」
亜
細
亜
社
、
昭
別
・
６
）

山
路
愛
山
論
（
「
読
書
展
望
」
第
２
巻
第
４
、
５
号
、
昭
塊
・
５
，
７
）
↓
復
刻
版
「
独
立
評
論
４
」
付
録
、
み
す
ず
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小
坂
武
雄
編
集
に
容
曝
せ
ず
（
電
通
編
『
五
十
人
の
新
聞
人
」
（
電
通
、
昭
刈
・
７
）
「
初
代
主
筆
山
路
愛
山
」
を
含
む

別
久
山
康
・
小
塩
力
・
隅
谷
三
喜
男
ほ
か
〈
座
談
会
〉
キ
リ
ス
ト
教
各
教
派
の
活
動
（
久
山
康
編
『
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教

ｌ
明
治
篇
ｌ
」
基
督
教
学
徒
兄
弟
団
、
昭
別
・
４
）
創
文
社
発
売

中
村
哲
竹
越
三
叉
の
こ
と
（
「
学
鐙
」
第
弱
巻
第
岨
号
、
昭
別
・
皿
）

飯
田
宏
明
治
時
代
の
静
岡
市
の
英
学
（
「
静
岡
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
３
号
、
昭
別
．
⑫
）
↓
『
静
岡
県
英
学
史
」
講
談
社
、

別
正
宗
白
鳥
愛
山
と
透
谷
ｌ
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
ｌ
〈
論
争
回
顧
そ
の
２
〉
（
「
文
学
界
」
第
５
巻
第
５
号
、
昭
茄
・
５
）

↓
「
正
宗
白
鳥
全
集
」
第
７
巻
、
新
潮
社
、
昭
塊
・
５

剛
山
岡
桂
二
明
治
思
想
史
に
於
け
る
国
民
国
家
観
念
に
つ
い
て
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
第
５
号
、
昭
町
・
里

Ｉ
山
路
愛
山
（
戸
田
貞
一
編
一
新
編
人
名
事
典
」
国
民
図
書
刊
行
会
、
昭
路
・
４
）

３

斤
山
路
愛
山
（
飯
野
哲
二
ほ
か
編
「
新
撰
日
本
文
学
辞
典
」
学
燈
社
、
昭
朋
・
９
）

別
臼
井
吉
見
人
生
相
渉
論
争
〈
近
代
文
学
論
争
３
〉
（
「
文
学
界
」
第
８
巻
第
３
号
、
昭
朗
・
３
）
↓
「
近
代
文
学
論
争
」
上
巻
、
筑

西
田
長
寿
山
路
愛
山
（
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一
編
『
近
代
日
本
文
学
辞
典
」
東
京
堂
、
昭
羽
・
５
）

弱
岸
本
英
太
郎
解
説
（
岸
本
英
太
郎
編
『
明
治
社
会
主
義
史
論
』
〈
資
料
日
本
社
会
運
動
思
想
史
明
治
後
期
第
３
集
〉
〈
青
木
文
庫

剛
〉
青
木
書
店
、
昭
刈
・
４
）
「
現
時
の
社
会
問
題
及
び
社
会
主
義
者
」
を
収
録

伊
藤
整
北
村
透
谷
が
山
路
愛
山
と
知
り
合
ひ
、
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
書
く
二
日
本
文
壇
史
」
３
〈
悩
め
る
若
人
の
群
れ
〉
、

摩
書
房
、
昭
別
・
岨

講
談
社

昭
岨

10

昭
刈
・
５
）
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開
長
谷
川
泉
透
谷
の
同
時
代
糾

小
尾
俊
人
山
路
愛
山
に
つ
い

「
主
要
著
作
目
録
」
を
付
す

訂
中
村
完
不
知
庵
・
蘇
峰
・
透
谷
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
前
後
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
旧
輯
、
昭
塊
・
３
）

家
永
三
郎
啓
蒙
史
学
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
「
日
本
史
学
史
』
〈
日
本
歴
史
講
座
第
８
巻
〉
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
兇
・
６
）
↓
「
明
治
史
論
集
二
こ
〈
明
治
文
学
全
集
万
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
９

口
山
路
愛
山
（
世
界
文
芸
辞
典
編
集
部
編
「
新
訂
世
界
文
芸
辞
典
日
本
・
東
洋
篇
」
東
京
堂
出
版
、
昭
詑
・
８
）

開
長
谷
川
泉
透
谷
の
同
時
代
批
評
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
別
号
、
昭
詔
・
６
）
〈
特
集
「
北
村
透
谷
の
研
究
」
〉

小
尾
俊
人
山
路
愛
山
に
つ
い
て
（
山
路
愛
山
著
、
小
尾
俊
人
編
「
史
論
集
」
解
説
、
み
す
ず
書
房
、
昭
羽
・
９
）
「
主
要
人
名
註
」

弘
．
Ⅱ
）

Ⅷ
土
方
和
雄

丸
山
真
男

藤
田
省
三

川
村
善
二
郎
山
路
愛
山
（
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
編
『
日
本
近
代
史
辞
典
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
銘
．
Ⅱ
）

開
松
本
新
八
郎
山
路
愛
山
の
「
足
利
尊
氏
」
ｌ
歴
史
と
名
作
５
１
（
岡
田
章
雄
ほ
か
編
「
日
本
の
歴
史
」
５
〈
北
朝
と
南
朝
〉
、
月

報
、
読
売
新
聞
社
、
昭
剥
・
６
）

岩
井
忠
熊
山
路
愛
山
（
日
本
歴
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
日
本
歴
史
大
辞
典
』
第
肥
巻
、
河
出
書
房
、
昭
別
・
９
）

内
田
義
彦
知
識
青
年
の
諸
類
型
（
加
藤
周
一
・
久
野
収
編
「
近
代
日
本
思
想
史
講
座
」
４
〈
知
識
人
の
生
成
と
役
割
〉
、
筑
摩
書

房
、
昭
弘
・
９
）
↓
『
日
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』
岩
波
書
店
、
昭
姐
・
川

比
屋
根
安
定
山
路
愛
山
ｌ
「
耶
蘇
教
界
の
諸
先
生
」
を
論
じ
た
史
論
家
’
二
教
界
三
十
五
人
像
』
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
昭

見
失
わ
れ
た
忠
誠
意
識
丸
山
論
文
（
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
」
所
収
）
の
問
題
点
（
「
図
書
新
聞
」
昭
弱
・
３
．
皿
）

「
忠
誠
と
叛
逆
」
（
「
近
代
日
本
思
想
史
講
座
」
第
６
巻
）
へ
の
批
評

愛
山
に
お
け
る
歴
史
認
識
論
と
「
布
衣
」
イ
ズ
ム
の
内
面
的
関
連
ｌ
「
山
路
愛
山
史
論
集
」
を
読
ん
で
Ｉ
（
「
歴
史
学
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研
究
」
第
刎
号
、
昭
弱
・
４
）

木
村
毅
エ
マ
ァ
ソ
ン
の
感
化
（
『
日
米
文
学
交
流
史
の
研
究
」
講
談
社
、
昭
弱
・
５
）
「
山
路
愛
山
と
岩
野
泡
鳴
」
を
含
む

谷
村
寿
子
山
路
愛
山
評
伝
〈
近
代
文
学
研
究
叢
書
資
料
第
捌
篇
〉
（
「
学
苑
」
第
刎
号
、
昭
弱
・
６
）
↓
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
」

第
陥
巻
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
茄
・
２

川
副
国
基
明
治
・
大
正
の
文
学
論
争
（
「
国
文
学
」
第
５
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
拓
・
８
）
〈
特
集
近
代
評
論
文
学
の
系
譜
（
第
二
〉

Ⅶ
谷
村
寿
子
・
松
本
千
鶴
子
山
路
愛
山
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
陥
巻
、
昭
和
女
子
大
学
光

島
田
厚
明
治
社
会
の
底
辺
の
友
ｌ
山
路
愛
山
の
生
涯
と
思
想
ｌ
〈
日
本
の
鉱
脈
〉
（
「
思
想
の
科
学
」
第
弱
号
、
昭
珊
．
Ⅱ
）

師
井
キ
ヌ
エ
著
作
年
表
／
資
料
年
表
（
同
右
）
／
谷
村
寿
子
山
路
愛
山
〈
執
筆
者
の
言
葉
〉
（
同
右
附
録
）

西
村
稠
山
路
愛
山
の
思
い
出
〈
諸
家
の
批
評
ｌ
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
十
六
巻
ｌ
〉
（
「
学
苑
」
第
筋
号
、
昭
茄
・
５
）

森
銑
三
第
十
六
巻
む
だ
ぱ
な
し
（
同
右
）
↓
「
森
銑
三
著
作
集
続
編
」
第
５
巻
、
中
央
公
論
社
、
平
５
．
６
。
「
愛
山
・
敏
．

笹
淵
友
一
人
生
に
相
渉
論
争
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
茄
巻
第
９
号
、
昭
鮒
・
７
）
〈
特
集
近
代
文
学
論
争
事
典
〉

平
岡
敏
夫
透
谷
と
山
路
愛
山
（
「
国
文
学
」
第
６
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
訪
・
９
）
〈
特
集
近
代
初
期
の
文
芸
思
潮
〉
↓
「
北
村
透
谷
研

究
」
有
精
堂
出
版
、
昭
蛇
・
６

川
副
国
基
山
路
愛
山
（
木
俣
修
ほ
か
編
『
人
と
作
品
現
代
文
学
講
座
」
第
１
集
〈
明
治
編
Ｉ
〉
、
明
治
書
院
、
昭
珊
．
Ⅲ
）

小
田
切
秀
雄
「
国
民
之
友
」
グ
ル
ー
プ
、
大
西
祝
、
中
西
梅
花
会
文
学
史
」
〈
日
本
現
代
史
大
系
〉
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
茄
．

秋
涛
」
と
改
題

葉
会
、
昭
詑
・
２
）

Ⅱ
）
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Ⅷ
瀬
沼
茂
樹
近
代
の
文
学
概
念
と
そ
の
変
遷
’
一
つ
の
歴
史
的
考
察
Ｉ
（
「
群
像
」
第
Ⅳ
巻
第
２
号
、
昭
師
・
２
）
↓
「
近
代
日
本

文
学
の
構
造
」
Ｉ
〈
明
治
の
文
学
〉
、
集
英
社
、
昭
銘
・
３

内
山
俊
彦
あ
る
中
国
思
想
史
家
ｌ
山
路
愛
山
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
中
国
の
文
化
と
社
会
」
第
９
輯
、
昭
訂
・
６
）

加
田
哲
二
史
家
と
し
て
の
山
路
愛
山
（
「
論
争
」
第
４
巻
第
５
号
、
昭
訂
・
６
）

小
西
四
郎
山
路
愛
山
国
民
的
歴
史
観
〈
日
本
の
思
想
家
こ
の
百
年
肥
〉
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
４
巻
第
肥
号
、
昭
訂
．

７
．
旧
）
↓
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
部
編
「
日
本
の
思
想
家
１
」
朝
日
新
聞
社
、
昭
訂
・
９

成
瀬
正
勝
明
治
の
文
学
観
（
佐
藤
勝
編
『
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
座
」
評
論
・
随
筆
１
〈
明
治
期
〉
、
（
三
省
堂
、
昭

訂
・
岨
）
「
頼
襄
を
論
ず
」
「
汎
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
」
を
収
録

角
田
寿
子
山
路
愛
山
（
同
右
）
「
頼
襄
を
論
ず
」
の
解
題
と
解
説

平
岡
敏
夫
国
民
之
友
と
純
文
学
理
念
（
「
文
学
」
第
刈
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
訂
・
岨
）

村
山
吉
広
山
路
愛
山
の
「
孔
子
論
」
今
漢
文
学
研
究
」
第
Ⅲ
号
、
昭
訂
・
的
）

飛
鳥
井
雅
道
山
路
愛
山
『
明
治
文
学
史
』
（
桑
原
武
夫
編
『
日
本
の
名
著
ｌ
近
代
の
思
想
」
〈
中
公
新
書
１
〉
中
央
公
論
社
、
昭

片
子
沢
千
代
松
山
路
愛
山
の
基
督
教
観
〈
第
十
三
回
大
会
研
究
発
表
梗
概
〉
（
「
基
督
教
史
学
」
第
岨
集
、
昭
師
・
岨
）

平
林
広
人
山
路
愛
山
の
信
州
入
り
と
橋
本
睦
之
牧
師
の
誘
導
（
「
信
州
の
東
京
」
第
Ⅲ
号
、
昭
訂
・
皿
）

Ⅶ
山
岡
桂
二
山
路
愛
山
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
（
「
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
」
Ａ
人
文
科
学
、
第
Ⅱ
号
、
昭
銘
・
３
）

＊
天
野
敬
太
郎
山
路
愛
山
〈
現
代
作
家
書
誌
案
内
路
、
㈹
〉
（
「
日
本
古
書
通
信
」
昭
銘
・
５
、
俎
・
９
）

西
田
長
寿
長
野
に
お
け
る
山
路
愛
山
の
一
面
（
「
み
す
ず
」
第
５
巻
第
６
号
、
昭
銘
・
６
）

37
●
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…
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山路愛山参考文献目録

中
村
完
『
人
生
相
渉
』
論
争
（
同
右
）

吉
本
隆
明
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
吉
本
隆
明
編
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
〈
現
代
日
本
思
想
大
系
４
〉
筑
摩
書
房
、
昭
釣
・
６
）

「
韓
山
紀
行
」
「
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
人
権
発
達
の
痕
迩
」
を
収
録
。
↓
「
自
立
の
思
想
的
拠
点
』
徳
間
書
店
、
昭
刎
．
Ⅲ

山
路
平
四
郎
山
路
愛
山
「
懐
旧
録
」
解
題
（
「
国
文
学
研
究
」
第
刈
集
、
昭
釣
・
岨
）
↓
『
身
辺
雑
記
」
山
路
平
四
郎
、
昭
別
．

２
。
『
山
路
平
四
郎
古
典
文
学
論
集
記
紀
歌
謡
の
世
界
』
笠
間
書
院
、
平
６
．
１

筋
山
田
博
光
民
友
社
の
人
々
（
「
国
文
学
」
第
Ⅲ
巻
第
５
号
、
昭
仙
・
４
）
〈
特
集
明
治
文
学
の
問
題
点
〉

森
銑
三
山
路
愛
山
（
森
銑
三
編
「
明
治
人
物
逸
話
辞
典
」
下
巻
、
東
京
堂
出
版
、
昭
仙
・
６
）

山
路
平
四
郎
父
・
山
路
愛
山
の
こ
と
（
「
早
稲
田
公
論
」
第
４
巻
第
訂
号
、
昭
仙
・
６
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉

筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
川
。
「
身
辺
雑
記
」
山
路
平
四
郎
、
昭
副
・
２
。
『
山
路
平
四
郎
古
典
文
学
論
集
記
紀
歌
謡
の
世
界
」
笠
問

Ｗ
山
岡
桂
二
山
恥

佐
藤
善
也
透
く

透
谷
と
藤
村
〉

橋
川
文
三
山
路
愛
山
（
大
内
兵
衛
編
『
語
録
永
遠
の
言
葉
」
〈
世
界
教
養
全
集
別
巻
４
〉
平
凡
社
、
昭
銘
・
９
）

口
山
路
愛
山
と
内
村
鑑
三
ｌ
往
復
書
翰
に
み
る
Ｉ
（
「
ラ
イ
ト
」
第
Ⅲ
巻
第
岨
号
、
昭
邪
．
Ⅱ
）

平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
の
文
学
ｌ
明
治
二
○
年
代
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
仙
巻
第
Ｅ
号
、
昭
胡
・
皿
）
↓
「
北

村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出
版
、
昭
岨
・
６
。
『
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
大
系
６
〉
筑
摩
書
房
、
昭
“
・
６

真
嶋
恒
雄
「
戦
ひ
の
人
」
と
し
て
の
透
谷
に
つ
い
て
ｌ
「
人
生
相
渉
論
」
を
中
心
に
Ｉ
（
「
国
語
教
育
研
究
」
第
８
号
、
昭
銘
．

12
ー

山
路
愛
山
の
場
合
含
日
本
近
代
思
想
史
に
於
け
る
政
治
と
人
間
』
東
峰
出
版
、
昭
羽
・
４
）

透
谷
の
批
評
と
文
学
観
ｌ
そ
の
文
芸
批
評
の
基
準
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
国
文
学
」
第
９
巻
第
７
号
、
昭
釣
・
６
）
〈
特
集
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松
島
栄
一

大
久
保
利
謙

平
林
広
人

西
田
長
寿

山
田
博
光

Ⅷ
＊
平
岡
敏
夫

昭
岨
・
６

木
村
毅
歴
史
と
文
学
ｌ
山
路
愛
山
〈
明
治
大
正
文
学
夜
話
第
加
回
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
別
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
俎
・
８
）

Ｉ
山
路
愛
山
（
高
柳
光
寿
・
竹
内
理
三
編
「
角
川
日
本
史
辞
典
」
角
川
書
店
、
昭
仙
・
皿
）
昭
別
・
５
に
蔵
書
版

Ｗ
＊
木
村
時
夫
山
路
愛
山
の
国
家
社
会
主
義
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
断
面
（
「
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
」
第
１
、
２
．
３

合
併
号
、
昭
蛇
・
３
、
娼
・
３
）
↓
『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
論
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
鳴
・
７

篠
崎
寿
子
北
村
透
谷
と
山
路
愛
山
（
「
法
政
大
学
大
学
院
日
本
文
芸
批
評
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
集
」
昭
岨
・
３
）

’
松
本
新
八
郎

昭
俎
・
７
）

木
村
毅
壺

松山

鰯
山證解
路を題

霊尊雲

書
院
、
平
６
．
１

山
路
愛
山
（
比
屋
根
安
定
編
『
新
・
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
」
誠
信
書
房
、
昭
仙
・
８
）

解
題
（
松
島
栄
一
編
「
明
治
史
論
集
（
こ
」
〈
明
治
文
学
全
集
万
〉
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
・
９
）

解
説
／
年
譜
／
参
考
文
献
（
大
久
保
利
謙
編
「
山
路
愛
山
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
岨
）

愛
山
と
信
濃
（
同
右
月
報
）
／
西
田
長
寿
愛
山
・
華
山
・
蕨
村
（
同
右
月
報
）

独
立
評
論
〈
新
聞
・
雑
誌
解
説
〉
（
遠
藤
元
男
・
下
村
富
士
男
編
「
国
史
文
献
解
説
続
』
朝
倉
書
店
、
昭
㈹
．
Ⅱ
）

民
友
社
周
辺
の
文
学
論
争
（
「
苫
小
牧
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
第
１
号
、
昭
仙
・
胆
）

山
路
愛
山
「
明
治
文
学
史
」
（
「
文
学
」
第
剥
巻
第
２
、
４
号
、
昭
仙
・
２
，
４
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出
版
、

（
山
路
愛
山
著
、
山
路
平
四
郎
校
注
『
基
督
教
評
論
・
日
本
人
民
史
」
〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
昭
似

「
足
利
尊
氏
」
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集
部
編
「
日
本
近
代
の
名
著
ｌ
そ
の
人
と
時
代
ｌ
』
毎
日
新
聞
社
、

3
…
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山路愛山参考文献目録

中
山
和
子
透
谷
と
愛
山
ｌ
文
学
概
念
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
文
学
」
第
弱
巻
第
岨
号
、
昭
蛇
・
胆
）
↓
『
北
村
透
谷
・
山
路

愛
山
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
大
系
６
〉
筑
摩
書
房
、
昭
“
・
６

Ⅷ
木
村
時
夫
〃
国
家
社
会
主
義
思
想
〃
の
史
的
構
造
ｌ
山
路
愛
山
、
高
畠
素
之
、
北
一
輝
の
思
想
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
季
刊
社
会

科
学
」
第
岨
号
、
昭
娚
・
１
）
↓
『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
論
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
咄
・
７

松
島
栄
一
山
路
愛
山
（
伊
藤
整
ほ
か
編
「
新
潮
日
本
文
学
小
辞
典
」
新
潮
社
、
昭
鳴
・
１
）
↓
磯
田
光
一
ほ
か
編
「
増
補
改
訂

新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、
昭
聞
・
１

小
沢
栄
一
「
平
民
史
学
」
の
史
論
ｌ
山
路
愛
山
ｌ
含
近
代
日
本
史
学
史
の
研
究
明
治
編
’
一
九
世
紀
日
本
啓
蒙
史
学
の
研
究
ｌ
」

荒
瀬
豊
思
想
集
団
と
し
て
の
民
友
社
（
「
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
」
第
Ⅳ
号
、
昭
鳴
・
３
）

今
中
寛
司
山
路
愛
山
の
国
家
社
会
主
義
史
観
（
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」
第
岨
号
、
昭
鳴
・
３
）

新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
新
恥

小
沢
栄
一
「
平
民
史
学
」
の

吉
川
弘
文
館
、
昭
鳴
・
２
）

平
岡
敏
夫
自
由
民
権
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
塊
巻
第
７
号
、
昭
岨
・
６
）
〈
特
集
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教

清
水
茂
山
路
愛
山
著
、
山
路
平
四
郎
校
注
「
基
督
教
評
論
・
日
本
人
民
史
』
〈
書
評
〉
（
「
国
文
学
研
究
」
第
拓
集
、
昭
岨
・
３
）

杉
井
六
郎
明
治
思
想
史
に
お
け
る
自
由
キ
リ
ス
ト
教
提
唱
の
意
味
（
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」
第
Ⅱ
号
、
昭
蛇
・
３
）
↓

「
明
治
期
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
昭
弱
・
６

今
中
寛
司
山
路
愛
山
の
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
「
日
本
思
想
史
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置
」
Ｉ
（
同
右
）

井
上
弘
「
実
」
の
思
想
・
「
虚
」
の
思
想
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
に
関
連
し
て
Ｉ
（
「
か
な
が
わ
高
校
国
語
の
研
究
」
第
３
集
、

昭
蛇
・
５
）

の
利
・
害
〉
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Ⅷ
＊
小
田
切
秀
雄
日
本
近
代
寸

論
』
八
木
書
店
、
昭
妬
・
４

岸
本
英
太
郎
解
説
（
糸
屋
寿
雄
・
岸
本
英
太
郎
編
「
資
料
日
本
社
会
運
動
思
想
史
」
第
２
巻
く
大
井
憲
太
郎
と
初
期
社
会
問

題
・
明
治
社
会
主
義
史
論
〉
、
青
木
書
店
、
昭
鳴
・
４
）
「
現
時
の
社
会
問
題
及
び
社
会
主
義
者
」
を
収
録

藤
井
松
一
山
路
愛
山
に
お
け
る
帝
国
主
義
観
（
「
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
第
肥
号
、
昭
鳴
，
５
）
↓
『
近
代
天
皇

制
の
成
立
と
展
開
」
弘
生
書
林
、
昭
師
・
９

＊
野
山
嘉
正
「
内
部
生
命
論
」
に
お
け
る
世
界
像
の
変
質
ｌ
透
谷
試
論
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
妬
巻
第
８
、
９
号
、
昭
偲
・
８
，

９
）
↓
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
刊
行
会
編
「
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

稲
垣
達
郎
作
品
解
説
（
伊
藤
整
ほ
か
編
「
明
治
思
想
家
集
」
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
Ｂ
〉
講
談
社
、
昭
偲
・
岨
）
「
日
本
の
歴
史
に

於
け
る
人
権
発
達
の
痕
迩
」
「
徳
川
家
康
論
ご
「
徳
川
家
康
論
二
」
「
日
本
現
代
の
史
学
及
び
史
家
」
「
我
が
見
た
る
耶
蘇
教
会
の

諸
先
生
」
を
収
録
。
昭
弱
・
５
に
増
補
改
訂
版
。

長
谷
川
泉
明
治
思
想
家
入
門
（
同
右
）
／
角
田
旅
人
・
佐
々
木
雅
発
山
路
愛
山
年
譜
（
同
右
）
／
／
佐
々
木
雅
発
山
路
愛
山

参
考
文
献
（
同
右
）
／
山
路
平
四
郎
『
徳
川
家
康
」
と
父
愛
山
（
同
右
月
報
）
／
松
島
栄
一
明
治
思
想
史
の
一
断
面
ｌ
そ
の

概
観
の
中
か
ら
Ｉ
（
同
右
月
報
）

山
路
平
四
郎
『
徳
川
家
康
』
と
父
愛
山
ｌ
内
山
省
三
さ
ん
の
こ
と
Ｉ
（
「
現
代
日
本
文
学
全
集
聖
月
報
、
筑
摩
書
房
、
昭
娚
・

胆
）
↓
『
身
辺
雑
記
」
山
路
平
四
郎
、
昭
別
・
２
。
『
山
路
平
四
郎
古
典
文
学
論
集
記
紀
歌
謡
の
世
界
」
笠
間
書
院
、
平
６
．

透
谷
愛
山
不
可
併
称
／
「
近
代
的
自
我
史
観
」
と
い
う
虚
像
／
「
近
代
的
自
我
史
観
」
と
い
う
虚
像
（
続
）
／
透
谷
の
弱
点
と
、

1

日
本
近
代
文
学
史
把
握
と
透
谷
観
の
問
題
（
「
文
学
」
第
訂
巻
第
４
～
７
号
、
昭
“
・
４
～
７
）
↓
「
北
村
透
谷
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平
岡
敏
夫

輔
・
７

平
岡
敏
夫

出
版
、

笹
淵
友
一
文
学
自
律
と
文
学
功
用
論
ｌ
人
生
相
渉
論
争
を
め
ぐ
る
透
谷
と
愛
山
Ｉ
（
長
谷
川
泉
編
「
講
座
日
本
文
学
の
争
点
」
５

〈
近
代
編
〉
、
明
治
書
院
、
昭
“
・
４
）
↓
「
明
治
大
正
文
学
の
分
析
」
明
治
書
院
、
昭
妬
．
Ⅱ

前
田
愛
近
世
か
ら
近
代
へ
ｌ
愛
山
・
透
谷
の
文
学
史
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
監
修
「
講
座
日
本
文
学
」
９

〈
近
代
篇
Ｉ
〉
、
三
省
堂
、
昭
“
・
４
）
↓
「
幕
末
・
維
新
期
の
文
学
」
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
卿
．
Ⅲ

紅
野
敏
郎
・
小
野
寺
凡
編
山
路
愛
山
年
譜
／
著
作
目
録
（
「
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
」
〈
現
代
日
本
文
学
大
系
６
〉
筑
摩
書
房
、

昭
“
・
６
）
「
現
代
日
本
教
会
史
論
」
「
英
雄
論
」
「
信
仰
個
条
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
「
頼
襄
を
論
ず
」
「
明
治
文
学
史
」
「
凡
神
的
唯

心
的
傾
向
に
就
て
」
「
唯
心
的
、
凡
神
的
傾
向
に
就
て
」
「
詩
人
論
」
「
荻
生
祖
棟
」
「
誰
か
大
学
と
戦
ふ
者
ぞ
」
「
進
め
光
明
に
ま

で
」
「
余
は
何
故
に
帝
国
主
義
の
信
者
た
る
乎
」
「
七
博
士
に
与
ふ
る
害
」
「
現
時
の
社
会
問
題
及
び
社
会
主
義
者
」
「
唯
物
的
歴
史
叶３３

観
」
「
北
村
透
谷
君
」
「
透
谷
全
集
を
読
む
」
「
夷
隅
河
畔
よ
り
（
抄
匡
を
収
録

小
西
四
郎
歴
史
家
山
路
愛
山
（
同
右
月
報
）
／
石
丸
久
愛
山
・
透
谷
論
争
の
前
後
（
同
右
月
報
）
／
谷
沢
永
一
北
村
透

谷
・
山
路
愛
山
研
究
案
内
（
同
右
月
報
）

平
岡
敏
夫
透
谷
・
愛
山
評
価
と
近
代
文
学
史
像
（
「
文
学
」
第
師
巻
第
８
号
、
昭
“
・
８
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出

版
、
昭
輔

透
谷
論
の
弱
点
と

昭
妬
・
７

透
谷
文
学
の
魅
力
ｌ
地
底
と
天
空
と
Ｉ
（
「
文
学
」
第
訂
巻
第
岨
号
、
昭
“
・
皿
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂

戦
後
の
文
学
史
像
と
透
谷
像
（
「
文
学
」
第
Ⅳ
巻
第
９
号
、
昭
“
・
９
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出
版
、
昭
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Ⅶ
桶
谷
秀
昭
明
治
散
文
の
思

上
、
冬
樹
社
、
昭
妬
・
９

平
岡
敏
夫
人
生
相
渉
論
争

北
川
透
山
路
愛
山
と
は
誰
か
１
（
二
前
提
的
批
判
（
「
犯
罪
」
第
２
号
、
昭
哺
．
Ⅱ
）
↓
「
内
部
生
命
の
砦
」
〈
北
村
透

谷
・
試
論
Ⅱ
〉
冬
樹
社
、
昭
別
・
９

別
鹿
野
政
直
山
路
愛
山
「
現
代
日
本
教
会
史
論
』
（
橋
川
文
三
ほ
か
編
『
近
代
日
本
思
想
史
の
基
礎
知
識
ｌ
維
新
前
夜
か
ら
敗
戦
ま

で
ｌ
」
有
斐
閣
、
昭
妬
・
７
）

平
岡
敏
夫
北
村
透
谷
『
内
部
生
命
論
」
（
同
右
）
／
佐
藤
勝
民
友
社
の
文
学
（
同
右
）

隅
谷
三
喜
男
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
軌
跡
（
隅
谷
三
喜
男
編
『
徳
當
蘇
峰
・
山
路
愛
山
」
〈
日
本
の
名
著
側
〉
（
中
央
公
論
社
、

昭
輔
・
８
）
「
現
代
日
本
教
会
史
論
」
「
近
世
物
質
的
の
進
歩
」
「
頼
襄
を
論
ず
」
「
日
本
現
代
の
史
学
お
よ
び
史
家
」
を
収
録
。
昭

弱
・
９
に
中
公
バ
ッ
ク
ス
版
。

瀬
沼
茂
樹
解
説
（
谷
崎
潤
一
郎
ほ
か
編
「
日
本
の
文
学
」
刀
〈
名
作
集
（
二
〉
、
中
央
公
論
社
、
昭
妬
・
７
）
↓
「
明
治
文
学
研

究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
紛
・
５

＊
本
多
仁
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
ノ
ー
ト
ー
蘇
峰
・
透
谷
・
愛
山
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
情
念
」
第
１
～
３
号
、
昭
妬
・
９
、

１
１
年
譜
（
同
右
）
／
笹
淵
友
一
・
隅
谷
三
喜
男
〈
対
談
〉
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
振
幅
（
同
右
月
報
）
Ｉ

読
書
案
内
（
同
右
月
報
）

妬
．
２
，
９
）

7

明
治
散
文
の
思
想
と
文
体
ｌ
鑑
三
、
愛
山
、
透
谷
、
諭
吉
（
「
国
語
通
信
」
第
伽
号
、
昭
妬
・
５
）
↓
『
凝
視
と
坊
僅
」

（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
弱
巻
第
７
号
、
昭
妬
・
６
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出
版
、
昭
㈹
．
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'73

西 下
沢
剛
浅
草
鳥
越
の
天
文
屋
敷
ｌ
山
路
家
文
書
の
紹
介
Ｉ
（
「
史
迩
と
美
術
」
第
棚
号
、
昭
輔
．
Ⅱ
）

Ⅶ
水
上
勲
「
人
生
相
渉
論
争
」
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
（
「
同
志
社
国
文
学
」
第
７
号
、
昭
卿
・
２
）

芦
沢
宏
生
山
路
愛
山
の
思
想
形
成
過
程
と
「
批
判
的
」
精
神
の
構
造
に
つ
い
て
（
「
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
」
創
刊
号
、
昭

川
副
国
基
解
説
（
伊
藤
整
ほ
か
監
修
「
日
本
近
代
文
学
大
系
』
研
く
近
代
評
論
集
Ｉ
〉
、
角
川
書
店
、
昭
卿
・
９
）
「
凡
神
的
唯
心

的
傾
向
に
就
て
」
「
唯
心
的
、
汎
神
的
傾
向
に
就
て
」
を
収
録
。
「
参
考
文
献
」
「
筆
者
略
歴
」
を
付
す

久
保
田
芳
太
郎
注
釈
（
同
右
）

増
井
経
夫
内
藤
湖
南
と
山
路
愛
山
〈
現
代
日
本
と
中
国
別
〉
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
Ⅲ
巻
第
訂
号
、
昭
Ⅳ
・
９
．
旧
）
↓
竹
内

好
・
橋
川
文
三
編
「
近
代
日
本
と
中
国
」
〈
朝
日
選
書
旧
〉
朝
日
新
聞
社
、
昭
紛
・
６
。
「
中
国
の
銀
と
商
人
」
研
文
出
版
、
昭

平
岡
敏
夫
「
文
竺

閣
、
昭
卿
・
６
）

浅
井
清
解
題
（
同
右
）

吉
田
精
一
総
説
（
吉
田
精
一
・
浅
井
清
編
『
近
代
文
学
評
論
大
系
」
１
〈
明
治
期
Ｉ
〉
、
角
川
書
店
、
昭
輔
・
川
）
「
頼
襄
を
論
ず
」

「
明
治
文
学
史
」
「
凡
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
」
を
収
録

山
口
功
二

下
沢61

剛2

田
勝

岬
・
３
）

広
瀬
秀
雄
久
間
孝
子
覚
え
書
き
１
幕
末
期
天
文
方
の
生
活
ｌ
〈
資
料
〉
（
「
科
学
史
研
究
」
恥
Ⅲ
、
昭
卿
．
Ⅱ
）

自
助
論
と
メ
デ
ィ
ア
自
立
ｌ
山
路
愛
山
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
評
論
・
社
会
科
学
」
第
５
号
、
昭
卿
・
皿
）

嶺
雲
・
愛
山
論
争
の
意
味
（
「
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
」
恥
肥
、
昭
偲
・
３
）

「
文
学
界
」
と
民
友
社
／
山
路
愛
山
（
紅
野
敏
郎
ほ
か
編
「
明
治
の
文
学
」
〈
近
代
文
学
史
Ｉ
〉
〈
有
斐
閣
選
書
〉
有
斐

－337－



北
川
透
畢

大
内
三
郎
［

流
と
日
本
〉

北
条
常
久
心

朽
伊
藤
正
雄

昭
帥
・
３
）

Ⅶ
田
中
武
夫

に
補
訂
版

由
井
常
彦
序
（
山
路
愛
山
著
「
現
代
金
権
史
」
宗
高
書
房
、
昭
別
・
３
）
明
俎
・
５
、
服
部
書
店
・
文
泉
堂
書
房
刊
の
影
印
版

＊
岡
利
郎
山
路
愛
山
研
究
序
説
ｌ
「
惑
溺
」
と
「
凝
固
」
Ｉ
（
「
北
大
法
学
論
集
」
第
妬
巻
第
４
号
、
第
恥
巻
第
１
、
３
，
４
号
、

昭
別
・
３
，
７
、
別
・
１
，
３
）
↓
「
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
」
研
文
出
版
、
平
岨
．
Ⅱ

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
」
の
方
法
化
の
一
つ
の
実
践
（
笹
淵
友
一
編
「
キ
リ
ス
ト
教
と

今
中
寛
司
キ
リ
ス
ト
教
受
容
三
つ
の
類
型
ｌ
小
楠
・
愛
山
・
一
敬
の
場
合
Ｉ
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
キ
リ
ス
ト
教
社

会
問
題
研
究
会
編
「
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教
」
新
教
出
版
社
、
昭
囎
・
８
）

市
村
弘
正
解
説
（
市
村
弘
正
編
「
論
集
・
福
沢
諭
吉
へ
の
視
点
」
り
せ
い
書
房
、
昭
鳴
・
９
）
「
福
沢
諭
吉
君
及
び
其
著
述
」
「
破

格
論
（
福
翁
自
伝
を
読
む
と
を
収
録

田
中
武
夫
山
路
愛
山
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
開
発
局
出
版
部
編
「
長
野
県
百
科
事
典
」
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
昭
⑱
・
１
）
昭
開
・
３

平
岡
敏
夫
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
歴
史
思
想
ｌ
陸
掲
南
・
徳
富
蘇
峰
・
山
路
愛
山
・
北
村
透
谷
Ｉ
（
「
伝
統
と
現
代
」
第
邪
号
、

昭
⑲
・
７
）
↓
「
続
北
村
透
谷
研
究
」
有
精
堂
出
版
、
昭
輔
・
７

北
川
透
愛
山
再
評
価
の
こ
と
な
ど
（
「
文
学
」
第
蛇
巻
第
９
号
、
昭
囎
・
９
）

大
内
三
郎
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
（
「
基
督
教
文
化
学
会
年
報
」
恥
別
、
昭
蛆
．
Ⅱ
）
〈
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
源

山
路
愛
山
の
文
芸
観
（
「
聖
霊
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
３
号
、
昭
蛆
・
里

「
福
翁
自
伝
」
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
ｌ
山
路
愛
山
か
ら
佐
伯
彰
一
氏
ま
で
Ｉ
（
「
甲
南
大
学
紀
要
」
文
学
編
Ⅳ
、
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文
学
」
第
１
集
〈
笠
間
選
書
恥
〉
、
笠
間
書
院
、
昭
帥
・
４
）

冊
佐
藤
善
也
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
と
北
村
透
谷
ｌ
人
生
相
渉
論
争
の
一
背
景
Ｉ
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
拓
号
、
昭
別
．

２
）
↓
『
透
谷
、
操
山
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
」
近
代
文
芸
社
、
平
９
．
７

１
山
路
愛
山
（
三
省
堂
編
修
所
編
ヨ
ン
サ
イ
ス
人
名
辞
典
日
本
編
」
三
省
堂
、
昭
別
・
３
）
↓
言
ン
サ
イ
ス
日
本

人
名
事
典
』
改
訂
版
、
三
省
堂
、
平
２
．
４

田
中
真
人
国
家
社
会
主
義
の
思
想
〈
国
家
と
社
会
主
義
〉
（
「
歴
史
公
論
」
第
６
号
、
昭
別
・
５
）

松
島
栄
一
山
路
愛
山
（
永
原
慶
二
・
鹿
野
政
直
編
著
「
日
本
の
歴
史
家
』
日
本
評
論
社
、
昭
別
・
５
）

洞
富
雄
パ
レ
オ
騎
馬
民
族
説
（
洞
富
雄
編
「
論
集
・
パ
レ
オ
騎
馬
民
族
説
」
解
説
、
大
和
書
房
、
昭
別
・
６
）
「
日
本
国
民
史

草
稿
」
「
上
古
史
総
論
」
「
日
本
人
民
史
」
を
収
録

佐
藤
善
也
人
生
相
渉
論
争
の
一
断
面
ｌ
「
明
治
文
学
管
見
」
の
意
図
し
た
も
の
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
聞
巻
第
６
号
、
昭

別
・
６
）
↓
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
Ⅲ
・
４

＊
定
平
元
四
良
山
路
愛
山
研
究
（
「
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
」
第
羽
、
別
号
、
昭
別
・
岨
、
団
・
１
）

丸
山
国
雄
解
題
（
山
路
愛
山
編
『
清
河
八
郎
遺
著
」
〈
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
第
２
期
第
５
巻
〉
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
別
・
里

大
２
．
６
、
民
友
社
刊
の
復
刻
版

Ｗ
佐
藤
善
也
透
谷
に
お
け
る
「
快
楽
」
と
「
実
用
」
ｌ
そ
の
文
学
観
の
源
流
と
背
景
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
別
巻
第
２
号
、
昭

馳
・
２
）
↓
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
Ⅲ
・
４

佐
藤
善
也
「
精
神
の
自
由
」
と
「
文
学
の
本
躰
」
ｌ
「
明
治
文
学
管
見
」
の
冒
険
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
別
巻
第
９
号
、
昭

駆
・
９
）
↓
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
』
近
代
文
芸
社
、
平
岨
・
４
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今
中
寛
司
民
友
社
平
民
史
論
ｌ
愛
山
の
留
日
巨
邑
‐
雲
房
言
国
辱
１
（
同
志
社
大
学
人
文
研
究
所
編
『
民
友
社
の
研
究
』
〈
研
究
叢

書
Ｂ
〉
雄
山
閣
出
版
、
昭
馳
・
胆
）

中
晧
民
友
社
の
詩
歌
論
ｌ
「
国
民
之
友
」
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
同
右
）

山
泉
進
山
路
愛
山
に
お
け
る
「
国
家
社
会
主
義
」
ｌ
明
治
期
「
社
会
主
義
」
に
お
け
る
「
国
家
」
認
識
へ
の
一
視
角
Ｉ
（
「
早

稲
田
政
治
公
法
研
究
」
第
６
号
、
昭
馳
・
胆
）

山
本
幸
規
山
路
愛
山
と
基
督
教
ｌ
明
治
二
○
年
代
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」
第
茄
号
、
昭
馳
・
皿
）

７
１
山
路
愛
山
（
古
川
貞
雄
編
著
「
郷
士
歴
史
人
物
事
典
長
野
」
第
一
法
規
出
版
、
昭
開
・
２
）

０
０

フ
ォ
ー
ス

駒
ヶ
嶺
一
重
北
村
透
谷
に
お
け
る
「
「
力
」
と
し
て
の
自
然
」
観
と
「
文
学
」
観
と
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
山
路
愛
山
と
の
比

較
か
ら
Ｉ
（
「
弘
前
学
院
大
学
学
会
誌
」
第
４
号
、
昭
弱
・
３
）

杉
山
金
夫
山
路
愛
山
（
静
岡
新
聞
社
出
版
局
編
「
静
岡
大
百
科
事
典
」
静
岡
新
聞
社
、
昭
路
・
３
）

大
久
保
利
謙
山
路
愛
山
（
日
本
近
代
文
学
館
編
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
第
３
巻
、
講
談
社
、
昭
駆
．
Ⅱ
）

笹
淵
友
一
「
護
教
」
（
日
本
近
代
文
学
館
編
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
第
５
巻
、
講
談
社
、
昭
駆
．
Ⅱ
）

野
山
嘉
正
「
独
立
評
論
」
（
同
右
）

松
本
三
之
介
解
説
（
松
本
三
之
介
編
「
明
治
思
想
集
Ⅱ
』
〈
近
代
日
本
思
想
大
系
別
〉
解
説
、
筑
摩
書
房
、
昭
馳
・
皿
）
「
頼
襄
を

論
ず
」
「
日
本
の
歴
史
に
於
け
る
人
権
発
達
の
痕
迩
」
「
独
立
の
判
断
」
「
国
家
主
義
と
個
人
主
義
」
を
収
録
。
「
参
考
文
献
」
「
年

吉
田
正
信

詑
・
９
）

論
ず
」
「
日
本
の
歴
史
に
抽

表
」
「
著
者
略
歴
」
を
付
す

今
中
寛
司
民
友
社
平
民
史
垂

書
Ｂ
〉
雄
山
閣
出
版
、
昭
、

中
晧
民
友
社
の
詩
歌
圭

山
泉
進
山
路
愛
山
に
お
皿

民
友
社
の
評
価
（
三
好
行
雄
・
竹
盛
天
雄
編
「
近
代
文
学
」
２
〈
明
治
文
学
の
展
開
〉
、
〈
有
斐
閣
双
書
〉
有
斐
閣
、
昭
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山路愛山参考文献目録

佐
古
純
一
郎
「
文
学
界
」
の
評
論
家
た
ち
を
中
心
に
急
評
論
集
１
」
〈
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
全
集
蛆
〉
解
説
、
教
文
館
、

昭
弱
・
４
）
「
信
仰
個
条
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
「
凡
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
」
「
唯
心
的
、
凡
神
的
傾
向
に
就
て
」
「
詩
人
論
」

「
近
世
物
質
的
の
進
歩
」
を
収
録

桶
谷
秀
昭
・
佐
古
純
一
郎
〈
対
談
〉
「
人
生
相
渉
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て
（
同
右
月
報
）

平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
（
桑
原
武
夫
ほ
か
編
『
世
界
伝
記
大
事
典
」
５
〈
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
編
〉
、
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
認
・
７
）

佐
藤
善
也
民
友
社
関
係
者
に
と
っ
て
透
谷
は
敵
で
あ
っ
た
の
か
（
「
国
文
学
」
第
羽
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
開
・
９
）
↓
「
北
村
透
谷
と

人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
皿
・
４

刊
太
田
愛
人
在
野
の
史
家
山
路
愛
山
（
「
明
治
キ
リ
ス
ト
教
の
流
域
」
築
地
書
館
、
昭
別
・
３
）
平
４
．
吃
に
中
公
文
庫
版

加
賀
栄
治
山
路
愛
山
覚
え
書
き
ｌ
さ
さ
や
か
な
集
書
に
ち
な
ん
で
Ｉ
（
「
語
学
文
学
」
第
Ⅳ
号
、
昭
別
・
３
）
「
山
路
愛
山
著
作
目

録
（
単
行
本
）
」
を
付
す
。
↓
「
内
藤
湖
南
ノ
ー
ト
』
東
方
書
房
、
昭
舩
・
５

石
上
良
平
山
路
愛
山
の
こ
と
（
「
月
刊
健
康
」
昭
別
・
４
）

西
田
勝
山
路
愛
山
再
吟
味
（
「
文
学
」
第
Ⅳ
巻
第
４
号
、
昭
別
・
４
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』
一
三
書
房
、
平
４
．
岨

Ｉ
現
代
日
本
教
会
史
論
〈
そ
の
他
・
明
治
期
の
主
な
名
著
〉
（
自
由
国
民
社
編
集
部
編
『
明
治
大
正
昭
和
の
名
著
・
総
解

説
」
自
由
国
民
社
、
昭
別
・
７
）

林
原
純
生
正
岡
子
規
「
俳
句
革
新
」
へ
の
一
視
点
Ｉ
山
路
愛
山
「
平
民
的
短
歌
の
発
達
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
日
本
近
代
文
学
」

千
葉
真
郎
人
生
相
渉
論
争
・
序
’
一
八
九
○
年
代
の
文
学
争
点
・
そ
の
５
１
（
「
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
陥
号
、
昭

第
茄
集
、
昭
別

54

12
…
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中
村
青
史
山
路
愛
山
と
民
友
社
（
「
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
２
分
冊
、
人
文
科
学
、
第
刈
号
、
昭
茄
・
９
）
↓
「
民
友
社

の
文
学
」
三
一
書
房
、
平
７
．
ｕ

笠
原
芳
光
イ
エ
ス
は
自
由
な
り
ｌ
山
路
愛
山
『
耶
蘇
伝
管
見
』
〈
日
本
人
の
イ
エ
ス
観
３
〉
（
「
春
秋
」
第
捌
号
、
昭
弱
．
Ⅲ
）

Ⅷ
＊
加
賀
栄
治
山
路
愛
山
の
中
国
研
究
（
「
文
教
大
学
国
文
」
第
Ⅱ
、
皿
、
Ｍ
号
、
昭
印
・
３
、
開
・
３
、
帥
・
３
）
↓
「
内
藤
湖
南

ノ
ー
ト
』
東
方
書
房
、
昭
侃
・
５

佐
藤
善
也
「
満
足
」
の
意
味
す
る
も
の
ｌ
人
生
相
渉
論
争
の
一
餉
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
開
巻
第
４
号
、
昭
Ｗ
・
４
）
↓

「
北
村
透
谷
ｌ
そ
の
創
造
的
営
為
」
翰
林
書
房
、
平
６
．
６

別
工
藤
英
一
初
代
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
社
会
層
（
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
経
済
史
研
究
明
治
前
期
を
中
心
と
し
て
」
〈
日
本

キ
リ
ス
ト
教
史
双
書
〉
教
文
館
、
昭
弱
・
２
）

土
肥
昭
夫
明
治
初
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
／
草
創
期
の
キ
リ
ス
ト
教
（
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
史
」

〈
新
教
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
２
〉
新
教
出
版
社
、
昭
開
・
７
）

＊
川
崎
司
山
路
愛
山
研
究
（
「
静
岡
県
近
代
史
研
究
」
第
４
、
皿
号
、
昭
開
．
Ⅲ
、
例
・
９
）

第
二
の
故
郷
静
岡
／
袋
井
の
風
来
伝
道
師

剛
山
泉
進
近
代
天
皇
制
へ
の
一
照
射
ｌ
「
天
皇
制
」
論
と
「
国
体
論
」
Ｉ
（
「
歴
史
公
論
」
第
７
巻
第
１
号
、
昭
開
・
１
）
〈
特
集

中
村
青
史
山
路
垂

出
原
隆
俊
透
谷
一

号
、
昭
恥
・
５
）

歴
史
の
な
か
の
天
皇
像
〉

山
路
愛
山
と
蘇
峰
（
１
）
（
「
熊
本
近
代
史
研
究
会
会
報
」
第
剛
号
、
昭
弱
・
４
）

透
谷
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
評
論
の
受
容
に
つ
い
て
ｌ
人
生
相
渉
論
争
へ
の
一
視
界
Ｉ
（
「
国
語
国
文
」
第
別
巻
第
５
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山路愛山参考文献目録

Ⅷ
佐
藤
善
也
「
国
民
の
精
神
」
と
そ
の
行
方
ｌ
「
明
治
文
学
管
見
」
の
方
法
Ｉ
（
「
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉
」
第
蛇
号
、

昭
開
・
１
）
↓
『
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
岨
・
４

山
田
博
光
『
十
二
文
豪
」
ｌ
比
較
文
学
的
研
究
Ｉ
（
「
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
」
第
ｕ
号
、
昭
認
・
２
）

出
原
隆
俊
透
谷
に
お
け
る
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
受
容
の
意
味
に
つ
い
て
ｌ
人
生
相
渉
論
争
の
底
流
Ｉ
（
「
国
語
国
文
」
第
馳
巻
第
６

口
「
現
代
日
本
教
会
史
論
」
（
安
在
邦
夫
ほ
か
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
名
著
総
解
説
」
自
由
国
民
社
、
昭
邪
・
６
）

山
田
博
光
民
友
社
の
文
学
ｌ
そ
の
基
礎
的
研
究
Ｉ
（
「
私
学
研
修
」
第
開
号
、
昭
朋
・
７
）

佐
藤
泰
正
透
谷
と
民
友
社
・
序
説
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
を
軸
と
し
て
Ｉ
（
「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
」
第
３
号
、
昭
邪
・
８
）
〈
特
輯

房
、
昭
印
・
７
）

堀
井
哲
夫
山
路
室

松
永
昌
三
・
関
一

山
泉
進
山
路
垂

山
本
幸
規
山
路
垂

出
原
隆
俊
人
生
砺

佐
藤
善
也
「
明
》

近
代
文
芸
社
、
一

岡
利
郎
山
路
愛
山
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
田
中
浩
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
的
機
能
」
御
茶
の
水
害

号
、
昭
邪
・
６
）

民
友
社
の
文
学
〉

山
路
愛
山
（
谷
山
茂
編
『
日
本
文
学
史
辞
典
』
京
都
書
房
、
昭
師
・
９
）

・
関
宏
一
山
路
愛
山
（
平
凡
社
教
育
産
業
セ
ン
タ
ー
編
「
日
本
文
学
事
典
」
平
凡
社
、
昭
師
・
９
）

山
路
愛
山
（
伊
藤
友
信
ほ
か
編
『
近
代
日
本
哲
学
思
想
家
辞
典
」
東
京
書
籍
、
昭
師
・
９
）

山
路
愛
山
（
今
中
寛
司
編
『
日
本
の
近
代
化
と
維
新
』
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
師
・
９
）

人
生
相
渉
論
争
開
幕
の
周
辺
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
羽
集
、
昭
印
・
蛆
）

「
明
治
文
学
管
見
」
の
中
絶
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
⑱
号
、
昭
師
・
皿
）
↓
『
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
』

平
Ⅲ
・
４
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岡
利
郎
静
岡
事
件
と
山
路
愛
山
（
「
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
報
」
第
脇
号
、
昭
開
・
岨
・
川
）

別
＊
佐
藤
善
也
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
波
紋
（
「
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉
」
第
鳴
、
“
号
、
昭
開
・
３
、
帥
・
２
）
↓
『
北

村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
』
近
代
文
芸
社
、
平
Ⅲ
・
４

山
本
幸
規
岡
利
郎
ほ
か
編
一
山
路
愛
山
集
（
一
こ
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
同
志
社
時
報
」
恥
乃
、
昭
開
・
３
）

山
本
幸
規
山
路
愛
山
の
思
想
形
成
と
『
辮
妄
』
ｌ
愛
山
旧
蔵
『
辮
妄
』
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
文
化
学
年
報
」
第
羽
輯
、
昭
開
・
３
）

佐
藤
善
也
「
人
生
相
渉
論
」
の
「
焼
点
」
ｌ
徳
富
蘇
峰
と
「
人
生
の
意
義
」
Ｉ
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
弱
号
、
昭
開
・
吃
）

↓
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
岨
・
４

筋
岡
利
郎
解
題
／
解
説
／
年
譜
・
参
考
文
献
（
岡
利
郎
編
「
山
路
愛
山
集
（
こ
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
３
巻
〉
三
一
書
房
、

昭
帥
・
２
）
「
収
録
作
品
発
表
年
代
順
一
覧
」
を
付
す

司
馬
遼
太
郎
愛
山
の
周
辺
（
同
右
月
報
）
／
岡
利
郎
同
時
代
の
み
た
山
路
愛
山
（
同
右
月
報
）

石
上
良
平
・
石
上
撫
子
解
説
／
参
考
文
献
に
つ
い
て
（
山
路
愛
山
著
、
石
上
良
平
・
石
上
卿
子
編
「
人
生
・
命
耶
罪
耶
」
影
書
房
、

昭
帥
・
３
）
「
人
生
」
「
命
耶
罪
耶
」
を
収
録

福
岡
哲
司
透
谷
の
文
学
圭

岡
利
郎
解
題
（
岡
利
》

大
久
保
利
謙
山
路
愛
処

山
の
魅
力
（
同
右
月
報
）

岡
利
郎
明
治
日
本
の
「
社
会
帝
国
主
義
」
ｌ
山
路
愛
山
の
国
家
像
Ｉ
（
日
本
政
治
学
会
編
『
近
代
日
本
の
国
家
観
」
〈
日
本
政

治
学
会
年
報
１
９
８
２
〉
岩
波
書
店
、
昭
開
・
９
）
↓
『
山
路
愛
山
Ｉ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
』
研
文
出
版
、
平
Ⅲ
．
Ⅱ

福
岡
哲
司
透
谷
の
文
学
史
観
〈
透
谷
北
村
門
太
郎
試
論
４
〉
（
「
文
芸
批
評
と
研
究
」
第
４
号
、
昭
朋
・
岨
）

岡
利
郎
解
題
（
岡
利
郎
編
「
山
路
愛
山
集
（
一
二
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉
一
三
書
房
、
昭
邪
・
Ⅱ
・
旧
）

大
久
保
利
謙
山
路
愛
山
に
つ
い
て
の
思
い
出
（
同
右
月
報
）
↓
「
佐
幕
派
論
議
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
例
・
５
／
／
平
岡
敏
夫
愛
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山路愛山参考文献目録

別
長
江
弘
晃
山
路
愛
山
（
キ
リ
ス
ト
教
人
名
事
典
編
集
委
員
会
編
「
キ
リ
ス
ト
教
人
名
事
典
」
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
昭
刷
・
２
）

井
上
弘
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
民
友
社
文
学
の
一
断
面
ｌ
蘇
峰
と
愛
山
と
透
谷
と
の
関
連
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
静
岡
女
子
大
学

研
究
紀
要
」
第
岨
号
、
昭
刷
・
３
）
↓
「
近
代
文
学
成
立
過
程
の
研
究
」
有
朋
堂
、
平
７
．
１

小
池
善
之
袋
井
と
山
路
愛
山
・
メ
モ
〈
資
料
紹
介
〉
（
「
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
報
」
第
別
号
、
昭
帥
・
６
．
型

平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
著
、
石
上
良
平
・
石
上
撫
子
編
「
人
生
・
命
耶
罪
耶
」
〈
書
評
〉
（
「
週
刊
読
書
人
」
昭
帥
・
６
．
Ⅳ
）

岡
利
郎
山
路
愛
山
と
「
護
教
」
ｌ
愛
山
主
筆
時
代
の
「
護
教
』
論
説
目
録
〈
資
料
〉
（
「
北
大
法
学
論
集
」
第
邪
巻
第
１
．
２
合

山
田
博
光
民
友
社
と
外
国
文
学
ｌ
『
十
二
文
豪
』
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
同
右
）
昌
荻
生
柤
棟
」
『
新
井
白
石
」
を
取
り
上
げ

る
〕
／
山
崎
国
紀
山
路
愛
山
ｌ
そ
の
民
友
社
時
代
の
〈
小
説
〉
に
つ
い
て
Ｉ
（
同
右
）
／
平
林
一
参
考
文
献
（
同
右
）

原
口
清
山
路
愛
山
著
、
石
上
良
平
・
石
上
撫
子
編
「
人
生
・
命
耶
罪
耶
」
〈
書
評
〉
（
「
東
京
新
聞
」
昭
帥
・
５
．
Ⅲ
朝
刊
）

猪
野
謙
二
民
友
社
派
の
成
立
（
「
明
治
文
学
史
」
上
、
講
談
社
、
昭
帥
・
６
）
「
山
路
愛
山
と
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
発
端
」
を
含

坂
本
多
加
雄
山
路
愛
山
の
思
想
ｌ
と
く
に
前
半
期
の
活
動
を
中
心
と
し
て
（
「
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
」
別
、
昭
帥
・
３
）

佐
藤
善
也
「
事
業
」
と
Ｄ
Ｏ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
透
谷
の
弁
明
と
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
詩
人
論
」
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
舩
巻
第
３
号
、

昭
帥
・
３
）
↓
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
近
代
文
芸
社
、
平
岨
・
４

山
本
幸
規
山
路
愛
山
と
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」
第
記
号
、
昭
帥
・
３
）

平
林
一
民
友
社
文
学
研
究
の
位
相
ｌ
人
生
相
渉
論
争
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
平
林
一
・
山
田
博
光
編
著
「
民
友
社
文
学
の
研
究
』

併
号
、

む 三
一
書
房
、
昭
帥
・
５
）

昭
帥
・
９
）
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坂
本
多
加
雄
山
路
愛
山
の
政
治
思
想
（
「
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
」
別
、
昭
刷
・
３
）

大
久
保
利
謙
徳
富
蘇
峰
と
山
路
愛
山
（
「
佐
幕
派
論
議
」
吉
川
弘
文
館
、
昭
刷
・
５
）

平
林
一
民
友
社
の
文
学
観
ｌ
蘇
峰
と
愛
山
Ｉ
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
糾
集
、
昭
刷
・
５
）

Ｗ
岡
利
郎
山
路
愛
山
（
田
中
浩
編
「
近
代
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
』
御
茶
の
水
書
房
、
昭
舩
・
２
）

編
集
部
「
護
教
」
主
筆
時
代
の
愛
山
（
復
刻
版
「
独
立
評
論
１
』
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
舵
・
５
）

口
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
部
年
１
月
～
６
月
号
（
同
右
）

林
原
純
生
愛
山
史
論
に
お
け
る
「
文
学
」
（
「
青
須
我
波
良
」
第
調
号
、
昭
舩
・
６
）

編
集
部
「
護
教
」
以
前
・
以
後
（
復
刻
版
『
独
立
評
論
２
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
舩
・
６
）

Ｉ
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
諦
年
７
月
～
明
治
訪
年
岨
月
号
（
同
右
）

春
山
俊
夫
湊
省
太
郎
と
山
路
愛
山
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
ー
明
治
７
年
小
学
校
卒
業
生
名
簿
〈
史
料
紹
介
〉
（
「
静
岡
県
近
代
史
研
究

会
会
報
」
第
川
号
、
昭
舩
・
６
．
Ⅲ
）

小
島
直
記
論
語
的
立
身
出
世
主
義
か
ら
の
離
脱
（
「
新
潮
妬
」
第
６
巻
第
７
号
、
昭
舩
・
７
）
〈
特
集
人
生
観
の
訂
正
〉
山
路
愛

山
「
明
治
文
学
史
」
を
取
り
上
げ
る

渡
部
昇
一
「
世
の
中
」
〈
随
筆
家
列
伝
三
宅
雪
嶺
そ
の
川
〉
（
「
諸
君
！
」
第
阻
巻
第
７
号
、
昭
舩
・
７
）

小
澤
勝
美
想
と
実
の
諸
相
人
生
相
渉
論
争
を
中
心
に
（
日
本
文
学
協
会
編
「
日
本
文
学
講
座
」
８
〈
評
論
〉
、
大
修
館
書
店
、

昭
舩
．
Ⅱ
）
↓
「
透
谷
と
漱
石
』
双
文
社
出
版
、
平
３
．
６

編
集
部
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
と
愛
山
ｌ
資
料
紹
介
Ｉ
（
復
刻
版
覆
立
評
論
３
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
舵
．
Ⅱ
）

ｌ
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
師
年
１
月
～
明
治
銘
年
ｕ
月
号
（
同
右
）

－346－



山路愛山参考文献目録

福
田
豊
彦
解
説
（
山
路
愛
山
著
『
源
頼
朝
』
〈
東
洋
文
庫
〃
〉
平
凡
社
、
昭
舵
・
旧
）

Ｉ
山
路
愛
山
著
作
目
録
（
復
刻
版
「
独
立
評
論
４
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
舩
・
皿
）

Ｉ
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
胡
年
１
月
～
明
治
釣
年
吃
月
号
（
同
右
）

朋
岡
利
郎
解
説
（
山
路
愛
山
著
「
徳
川
家
康
」
上
、
〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
昭
船
・
１
）
↓
『
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論

家
の
あ
い
だ
』
研
文
出
版
、
平
Ⅲ
．
Ⅱ

編
集
部
愛
山
の
教
育
論
（
復
刻
版
「
独
立
評
論
５
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
鮒
・
１
）

口
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
仙
年
１
月
～
明
治
側
年
Ⅱ
月
号
（
同
右
）

松
島
栄
一
山
路
愛
山
（
磯
田
光
一
ほ
か
編
「
増
補
改
訂
新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、
昭
鮒
・
１
）

編
集
部
「
護
教
」
主
筆
時
代
の
愛
山
（
復
刻
版
「
独
立
評
論
６
』
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
鮒
・
２
）

口
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
蛇
年
１
月
～
明
治
蛇
年
皿
月
号
（
同
右
）

山
本
幸
規
山
路
愛
山
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
会
編
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、
昭
開
・
２
）

編
集
部
再
興
「
独
立
評
論
」
の
頃
（
復
刻
版
「
独
立
評
論
７
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
闘
・
３
）

Ｉ
山
路
愛
山
主
筆
「
独
立
評
論
」
索
引
明
治
鳴
年
１
月
～
明
治
“
年
８
月
号
（
同
右
）

岡
利
郎
山
路
愛
山
小
伝
（
山
路
愛
山
著
「
徳
川
家
康
』
下
、
〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
昭
鮒
・
４
）

岡
利
郎
民
友
社
史
論
に
お
け
る
歴
史
と
政
治
（
「
季
刊
日
本
思
想
史
」
第
刈
号
、
昭
脇
・
８
）
↓
『
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政

論
家
の
あ
い
だ
」
研
文
出
版
、
平
岨
．
Ⅱ

岡
部
隆
志
近
代
の
発
生
・
北
村
透
谷
論
ｌ
「
人
生
相
渉
論
争
」
を
読
む
Ｉ
（
「
明
治
大
学
日
本
文
学
」
第
略
号
、
昭
闘
・
８
）

松
永
昌
三
山
路
愛
山
（
相
原
光
ほ
か
編
『
日
本
大
百
科
全
書
』
合
ｚ
の
民
○
円
○
も
画
自
シ
ｚ
弓
弔
○
三
○
シ
ご
白
〉
路
、
小
学
館
、
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伊
東
昭
雄
解
説
ｌ
ア
ジ
ア
と
近
代
日
本
（
伊
東
昭
雄
編
著
「
ア
ジ
ア
と
近
代
日
本
反
侵
略
の
思
想
と
運
動
」
〈
思
想
の
海
へ

［
解
放
と
変
革
］
Ⅱ
〉
社
会
評
論
社
、
平
２
．
２
）
「
支
那
論
」
を
収
録

Ⅵ
伊
東
昭
雄
山
路
愛
山
の
史
論
に
つ
い
て
ｌ
「
支
那
論
」
を
中
心
に
Ｉ
（
「
横
浜
市
立
大
学
論
叢
」
人
文
科
学
系
列
、
第
刎
巻
第

１
．
２
．
３
合
併
号
、
平
２
．
３
）

山
泉
進
解
説
ｌ
社
会
主
義
事
始
（
山
泉
進
編
著
「
社
会
主
義
事
始
「
明
治
」
に
お
け
る
直
訳
と
自
生
」
〈
思
想
の
海
へ
［
解

放
と
変
革
］
８
〉
社
会
評
論
社
、
平
２
．
５
）
「
国
家
社
会
主
義
と
社
会
主
義
」
を
収
録

岡
利
郎
解
説
（
山
路
愛
山
著
『
現
代
金
権
史
」
〈
現
代
教
養
文
庫
〉
社
会
思
想
社
、
平
２
．
７
）
↓
「
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と

政
論
家
の
あ
い
だ
」
研
文
出
版
、
平
Ⅲ
．
Ⅱ

昭
鮒
・
９
）

朋
栗
坪
良
樹
正

小
島
直
記
一

３
．
４
．
志

伊藤安小桜槇
東渓岡田林沢林
昭一筑常英一滉
雄を邨雄一昭二

収
解録解坂山古人 坂

本
多
加
雄
著
「
山
路
愛
山
」
〈
書
評
〉
〈
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
第
乃
回
〉
（
「
国
文
学
」
第
剥
巻
第
１
号
、
平
１
．
１
）

ス
キ
な
人
キ
ラ
イ
な
奴
（
「
経
済
往
来
」
第
側
巻
第
１
号
、
平
１
．
１
）
↓
「
ス
キ
な
人
キ
ラ
イ
な
奴
」
新
潮
社
、
平

平
６
．
６
に
新
潮
文
庫
版
。
「
見
事
な
業
績
と
人
柄
山
路
愛
山
」
と
改
題

人
生
相
渉
論
争
（
「
国
文
学
」
第
剥
巻
第
４
号
、
平
１
．
３
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
文
壇
事
件
史
〉
）

古
は
猶
ほ
今
の
如
く
ｌ
史
論
家
・
山
路
愛
山
（
「
隣
人
」
第
６
号
、
平
１
．
６
）
〈
特
集
さ
ま
ざ
ま
な
民
衆
像
〉

山
路
愛
山
（
赤
羽
篤
ほ
か
編
「
長
野
県
歴
史
人
物
大
事
典
」
郷
士
出
版
社
、
平
１
．
７
）

坂
本
多
加
雄
著
「
山
路
愛
山
」
〈
書
評
〉
（
「
日
本
歴
史
」
第
州
号
、
平
１
．
７
）

解
説
（
荒
井
武
美
ほ
か
編
『
長
野
県
文
学
全
集
」
第
Ⅱ
期
第
３
巻
く
大
正
編
Ｉ
〉
、
郷
土
出
版
社
、
平
１
．
Ⅱ
）
「
木
曽
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上
田
喜
三
郎
山
路
愛
山
著
「
現
代
金
権
史
」
（
現
代
教
養
文
庫
）
〈
文
庫
か
ら
〉
（
「
週
刊
読
書
人
」
平
２
．
９
．
別
）

三
浦
叶
山
路
愛
山
の
漢
学
論
（
沼
尻
正
隆
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
編
『
沼
尻
博
士
退
休
記
念
中
国
学
論
集
」
沼
尻
正
隆
先
生

古
稀
記
念
事
業
会
、
平
２
．
Ⅱ
）
汲
古
書
院
発
売

Ⅵ
斉
藤
孝
解
説
ｌ
歴
史
の
思
想
（
斉
藤
孝
編
著
「
歴
史
の
思
想
誰
が
歴
史
を
つ
く
る
の
か
」
〈
思
想
の
海
へ
［
解
放
と
変
革
］

マ
マ

〃
〉
社
会
評
論
社
、
平
３
．
１
）
「
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
人
権
発
達
の
痕
迩
」
を
収
録

槇
林
滉
二
徳
富
蘇
峰
と
山
路
愛
山
ｌ
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
恥
号
、
平
３
．
２
）
↓

『
明
治
初
期
文
学
の
展
開
」
〈
槇
林
滉
二
著
作
集
第
２
巻
〉
和
泉
書
院
、
平
Ｂ
・
２

１
山
路
愛
山
（
新
潮
社
辞
典
編
集
部
編
「
新
潮
日
本
人
名
辞
典
」
新
潮
社
、
平
３
．
３
）

永
渕
朋
枝
「
護
教
」
に
よ
る
人
生
相
渉
論
争
の
再
検
討
（
「
国
語
国
文
」
第
帥
巻
第
４
号
、
平
３
．
４
）
↓
「
北
村
透
谷
ｌ
「
文

学
」
・
恋
愛
・
キ
リ
ス
ト
教
」
和
泉
書
院
、
平
Ⅲ
・
８

坂
本
多
加
雄
独
立
・
官
吏
・
創
業
ｌ
明
治
思
想
史
に
お
け
る
「
政
治
家
」
と
「
官
僚
」
（
「
市
場
・
道
徳
・
秩
序
」
創
文
社
、
平

佐
藤
和
彦
解
題
（
佐
藤
和
彦
編
「
論
集
足
利
尊
氏
」
（
東
京
堂
出
版
、
平
３
．
９
）
「
足
利
尊
氏
」
を
収
録

上
田
博
愛
山
・
漱
石
、
二
つ
の
死
（
「
石
橋
湛
山
文
芸
・
社
会
評
論
家
時
代
」
三
一
書
房
、
平
３
．
Ⅱ
）

槇
林
滉
二
批
評
の
生
成
ｌ
「
国
民
と
思
想
」
試
考
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
第
仙
巻
第
Ⅱ
号
、
平
３
．
Ⅱ
）
↓
『
北
村
透
谷
研
究
」
〈
槇

林
滉
二
著
作
集
第
１
巻
〉
和
泉
書
院
、
平
皿
・
５

新
保
祐
司

鉛
」

3

構
想
社
、
平
４
．
９

6
…

軟
文
学
の
中
に
は
寝
て
い
ら
れ
な
い
硬
文
学
再
興
（
「
季
刊
ア
ス
テ
イ
オ
ン
」
恥
飢
、
平
３
．
７
）
↓
「
批
評
の
測
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概
念
」
を
含
む

今
中
寛
司
山
路

川
崎
司
透
谷

伊
藤
雄
志
精
神

坂
本
千
敏
明
治

別
山
肥
昭
夫
山
路

黒
沢
脩
山
路
愛
山
（
静
岡
新
聞
社
出
版
局
編
「
静
岡
県
歴
史
人
物
事
典
」
静
岡
新
聞
社
、
平
３
．
ｕ
）

Ⅵ
山
崎
国
紀
明
治
文
学
史
・
他
（
山
路
愛
山
）
（
山
田
博
光
編
『
民
友
社
文
学
・
作
品
論
集
成
』
三
一
書
房
、
平
４
．
３
）

岡
利
郎
現
代
日
本
教
会
史
論
（
愛
山
）
（
同
右
）
↓
「
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
」
研
文
出
版
、
平
Ⅲ
．
Ⅱ

田
中
軍
之
人
生
相
渉
と
は
何
か
ｌ
三
好
十
郎
と
松
尾
芭
蕉
（
「
磁
界
」
第
２
号
、
平
４
．
５
）

坂
本
多
加
雄
「
企
業
者
」
観
念
の
発
見
と
日
本
の
伝
統
（
「
年
報
近
代
日
本
研
究
」
Ⅲ
〈
明
治
維
新
の
革
新
と
連
続
〉
、
平
４
．
岨
）

↓
『
近
代
日
本
精
神
史
論
」
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉
講
談
社
、
平
８
．
９

永
渕
朋
枝
透
谷
は
「
軟
文
学
」
を
代
弁
し
た
の
か
（
「
国
語
国
文
」
第
刷
巻
第
岨
号
、
平
４
．
皿
）
↓
「
北
村
透
谷
ｌ
「
文

学
」
・
恋
愛
・
キ
リ
ス
ト
教
」
和
泉
書
院
、
平
Ｍ
・
８

Ｗ
九
里
順
子
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
問
題
ｌ
言
説
の
政
治
性
Ｉ
（
「
日
本
文
学
ノ
ー
ト
」
第
羽
号
、
平
５
．
１
）

吉
田
博
司
国
家
社
会
主
義
の
源
流
ｌ
山
路
愛
山
二
近
代
日
本
の
政
治
精
神
」
〈
Ｒ
Ｆ
Ｐ
叢
書
２
〉
芦
書
房
、
平
５
．
１
）

サ
ブ
ラ
イ
ム

和
泉
久
子
子
規
の
俳
論
と
崇
高
（
「
鶴
見
大
学
紀
要
」
第
１
部
（
国
語
・
国
文
学
編
）
、
第
刈
号
、
平
５
．
３
）

尾
西
康
充
北
村
透
谷
の
「
崇
高
」
概
念
（
「
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
２
部
、
第
岨
号
、
平
５
．
３
）
「
山
路
愛
山
の
「
崇
高
」

山
路
愛
山
（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
国
史
大
辞
典
」
第
Ⅲ
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平
５
．
４
）

透
谷
・
愛
山
・
明
石
・
吹
堂
（
「
日
本
プ
ロ
ス
テ
タ
ン
ト
史
研
究
会
報
告
」
第
⑲
号
、
平
５
．
７
）

精
神
主
義
の
覚
醒
と
〈
日
本
へ
の
回
帰
〉
ｌ
山
路
愛
山
と
井
上
哲
次
郎
Ｉ
（
「
日
本
思
想
史
学
」
第
妬
号
、
平
５
．
９
）

明
治
人
の
気
概
山
路
愛
山
（
「
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
第
測
号
、
平
５
．
Ⅱ
）
〈
特
集
マ
ス
コ
ミ
を
斬
る
！
〉

山
路
愛
山
（
青
木
和
夫
ほ
か
編
「
日
本
史
大
事
典
」
第
６
巻
、
平
凡
社
、
平
６
．
２
）
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山路愛山参考文献目録

小
宮
一
夫
山
路
愛
山
（
朝
日
新
聞
社
編
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
朝
日
新
聞
社
、
平
６
．
Ⅱ
）

隅
新
保
祐
司
近
代
日
本
文
学
史
骨
ｌ
透
谷
を
軸
と
し
て
（
喜
多
川
恒
男
ほ
か
編
『
二
十
世
紀
の
日
本
文
学
」
白
地
社
、
平
７
．
５
）

↓
『
正
統
の
垂
直
線
ｌ
透
谷
・
鑑
三
・
近
代
」
構
想
社
、
平
９
．
Ⅱ

桜
井
英
史
山
路
愛
山
（
富
田
仁
編
『
事
典
近
代
日
本
の
先
駆
者
」
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
、
平
７
．
６
）
足
利
尊
氏
評
価
の
先
覚

坂
本
多
加
雄
近
代
日
本
の
時
間
体
験
「
歴
史
の
終
焉
」
を
生
き
る
と
は
（
「
季
刊
ア
ス
テ
イ
オ
ン
」
恥
師
、
平
７
．
７
）
↓

『
近
代
日
本
精
神
史
論
』
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉
講
談
社
、
平
８
．
９

川
崎
司
透
谷
・
愛
山
・
明
石
・
炊
堂
ｌ
生
い
立
ち
と
出
会
い
Ｉ
（
高
橋
昌
郎
編
著
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
の
諸
相
」
聖
学

院
大
学
出
版
会
、
平
７
．
Ⅱ
）

塩
入
隆
長
野
時
代
の
山
路
愛
山
ｌ
プ
ル
ー
ダ
ム
事
件
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
同
右
）

新
保
祐
司
近
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
（
「
日
本
「
キ
リ
ス
ト
教
」
総
覧
』
〈
別
冊
歴
史
読
本
事
典
シ
リ
ー
ズ
恥
〉
新
人
物
往

来
社
、
平
７
．
皿
）
↓
『
正
統
の
垂
直
線
ｌ
透
谷
・
鑑
三
・
近
代
」
構
想
社
、
平
９
．
Ⅱ

伊
藤
雄
志
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ス
ク
ワ
イ
ア
ズ
日
本
へ
の
回
帰
Ｉ
山
路
愛
山
鹿
霊
～
ご
弓
Ｉ
（
「
社
会
科
学
研
究
」
第
Ⅲ
巻
第
１
号
、

平
６
．
３
）
英
文
。
〈
英
文
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
弓
篇
静
胃
号
さ
こ
色
目
の
の
①
丘
の
呈
弓
１
国
シ
三
シ
胃
ン
園
シ
ｚ
扇
霊
‐
ご
弓
ｌ
〉

槇
林
滉
二
山
路
愛
山
（
遠
藤
祐
ほ
か
編
『
世
界
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
事
典
」
教
文
館
、
平
６
．
３
）

槇
林
滉
二
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
ｌ
反
動
と
の
闘
い
Ｉ
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
「
透
谷
と
近
代
日
本
」
翰
林
書
房
、
平
６
．
５
）
↓

「
北
村
透
谷
研
究
」
〈
槙
林
滉
二
著
作
集
第
１
巻
〉
和
泉
書
院
、
平
皿
・
５

平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
／
人
生
相
渉
論
争
（
三
好
行
雄
ほ
か
編
『
日
本
現
代
文
学
大
事
典
人
名
・
事
項
篇
」
明
治
書
院
、
平
６
．

6
ー
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小
寺
正
敏
北
村
透
谷
に
お
け
る
文
学
と
政
治
の
内
面
的
関
連
に
つ
い
て
ｌ
初
期
文
学
評
論
の
政
治
思
想
史
的
考
察
Ｉ
（
「
兵
庫
史

学
研
究
」
第
“
号
、
平
９
．
Ⅱ
）

Ｗ
小
尾
俊
人
山
路
愛
山
ｌ
人
間
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
歴
史
家
と
し
て
Ｉ
（
「
山
路
愛
山
伝
記
選
集
」
第
Ⅲ
巻
〈
西
郷
隆
盛
〉
、
解
説
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
岨
・
１
）

ｌ
山
路
愛
山
〈
日
本
「
キ
リ
ス
ト
者
」
人
名
事
典
〉
（
同
右
）

Ｗ
森
本
隆
子
山
路
愛
山
（
静
岡
近
代
文
学
研
究
会
編
「
静
岡
県
と
作
家
た
ち
近
代
の
文
学
誌
」
静
岡
新
聞
社
、
平
８
．
１
）

朝
尾
直
弘
解
説
（
山
路
愛
山
著
「
豐
臣
秀
吉
」
下
、
〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
平
８
．
３
）

坂
本
多
加
雄
「
文
士
」
か
ら
「
知
識
人
」
へ
／
／
「
人
生
相
渉
論
争
」
再
考
／
／
「
言
葉
」
と
「
歴
史
」
〔
ほ
か
〕
二
知
識
人
ｌ
大

正
・
昭
和
精
神
史
断
章
』
〈
別
世
紀
の
日
本
Ⅱ
〉
読
売
新
聞
社
、
平
８
．
８
）

Ｗ
西
田
毅
山
路
愛
山
（
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
辞
典
」
４
、
日
外

ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
、
平
９
．
１
）

沢
田
泰
紳
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
史
’
三
派
合
同
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
諸
教
派
史
の
研
究
』
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
叢
書
恥
〉
教
文
館
、
平
９
．
２
）

猪
狩
友
一
民
友
社
の
〈
詩
想
〉
ｌ
蘇
峰
．
愛
山
・
湖
処
子
・
独
歩
を
中
心
に
（
野
山
嘉
正
編
「
詩
う
作
家
た
ち
詩
と
小
説
の
あ

い
だ
」
至
文
堂
、
平
９
．
４
）

佐
藤
能
丸
山
路
愛
山
（
鹿
野
政
直
ほ
か
編
「
民
間
学
事
典
人
名
編
」
三
省
堂
、
平
９
．
６
）

Ｉ
山
路
愛
山
（
日
本
史
広
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
日
本
史
広
辞
典
」
山
川
出
版
社
、
平
９
．
９
）
↓
『
日
本
史
人
物
辞
典
」

山
川
出
版
社
、
平
ｕ
・
５
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山路愛山参考文献目録

古
田
芳
江
透
谷
と
カ
ー
ラ
イ
ル
ー
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
の
一
背
景
に
関
し
て
Ｉ
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
『
透
谷
と
現

代
Ｉ
別
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
翰
林
書
房
、
平
岨
・
５
）

小
寺
正
敏
透
谷
・
愛
山
論
争
に
お
け
る
文
学
概
念
と
政
治
思
想
（
「
兵
庫
史
学
研
究
」
第
“
号
、
平
的
．
Ⅱ
）

工
藤
雅
樹
明
治
期
に
お
け
る
民
間
史
家
の
古
代
史
研
究
ｌ
田
口
卯
吉
、
三
宅
米
吉
、
竹
越
与
三
郎
、
山
路
愛
山
と
記
紀
批
判
ｌ

（
「
東
北
考
古
学
・
古
代
史
学
史
」
吉
川
弘
文
館
、
平
Ⅲ
・
岨
）

槇
林
滉
二
佐
藤
善
也
著
『
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
』
〈
書
評
〉
（
「
日
本
文
学
」
第
“
巻
第
岨
号
、
平
蛆
・
皿
）

Ｗ
杉
原
志
啓
岡
利
郎
著
「
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
」
〈
書
評
〉
（
「
週
刊
読
書
人
」
平
Ⅱ
．
１
．
羽
）

杉
本
邦
子
独
立
評
論
（
「
明
治
の
文
芸
雑
誌
ｌ
そ
の
軌
跡
を
辿
る
ｌ
』
明
治
書
院
、
平
Ⅱ
・
２
）

西
田
毅
未
完
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
山
路
愛
山
』
ｌ
岡
利
郎
氏
の
『
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
』
を
読
む
〈
新
刊

紹
介
〉
（
「
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
報
」
第
蜥
号
、
平
Ⅱ
．
２
．
ｍ
）

飯
田
泰
三
岡
利
郎
著
『
山
路
愛
山
ｌ
史
論
家
と
政
論
家
の
あ
い
だ
』
〈
書
評
〉
（
「
図
書
新
聞
」
平
ｎ
．
２
．
別
）

芦
谷
信
和
山
路
愛
山
著
「
荻
生
祖
侠
』
二
拾
試
文
豪
』
第
三
巻
）
〈
資
料
〉
（
「
近
代
文
学
論
創
」
第
２
号
、
平
Ⅱ
・
６
）

大
内
清
輝
佐
藤
善
也
著
「
北
村
透
谷
と
人
生
相
渉
論
争
」
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
駆
号
、
平
Ⅱ
・
７
）

谷
沢
永
一
講
壇
と
論
壇
〈
探
照
燈
Ｗ
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
“
巻
第
８
号
、
平
Ⅱ
・
８
）
『
講
壇
と
論
壇
」
第
１
篇
を
取
り
上
げ

小
尾
俊
人
山
路
愛
山
》

田
中
健
夫
山
路
愛
山
，

第
珊
号
、
平
Ⅲ
・
１
）

る

山
路
愛
山
略
年
譜
（
同
右
）

山
路
愛
山
と
『
異
称
日
本
伝
」
ｌ
史
料
集
か
ら
の
無
断
引
用
は
孫
引
き
で
は
な
い
の
か
ｌ
〈
研
究
余
録
〉
（
「
日
本
歴
史
」
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大
濱
徹
也

Ⅱ
・
Ⅱ
）

小
寺
正
敏

Ⅱ
．
Ｅ
）

Ⅱ
紅
野
敏
郎

Ⅱ
紅
野
敏
郎
「
青
年
評
論
」
田
岡
嶺
雲
：
、
北
原
白
秋
・
正
宗
白
鳥
・
徳
田
秋
声
・
浮
田
和
民
・
坪
内
道
遙
・
山
路
愛
山
・
谷
本

富
心
大
町
桂
月
・
三
宅
雪
嶺
ら
急
文
芸
誌
讃
そ
の
「
雑
」
な
る
風
景
一
九
一
○
’
一
九
三
五
年
」
雄
松
堂
出
版
、
平
阻
・
１
）

‐
山
路
愛
山
（
湯
本
豪
一
編
「
図
説
明
治
人
物
事
典
政
治
家
．
軍
人
・
言
論
人
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
、
平
Ｅ
・
２
）

岡
林
伸
夫
国
家
社
会
党
〔
ほ
か
〕
（
『
あ
る
明
治
社
会
主
義
者
の
肖
像
Ｉ
山
根
吾
一
覚
書
」
不
二
出
版
、
平
岨
・
３
）

小
林
利
通
新
聞
論
客
山
路
愛
山
・
桐
生
悠
々
・
久
津
見
蕨
村
／
帝
国
主
義
の
信
者
弓
日
本
近
代
史
の
地
下
水
脈
を
さ
ぐ
る
信

州
・
上
田
自
由
大
学
へ
の
系
譜
」
梨
の
木
舎
、
平
岨
・
４
）

川
崎
司
護
教
（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
日
本
歴
史
大
事
典
」
１
、
小
学
館
、
平
皿
・
７
）

林
え
り
子
山
路
愛
山
の
祖
母
〈
ご
一
新
・
江
戸
方
の
女
た
ち
〉
（
「
三
田
文
学
」
第
的
巻
第
侭
号
、
平
皿
．
Ⅱ
）
小
説
。
↓
『
江
戸

方
の
女
」
講
談
社
、
平
田
・
３

Ⅷ
和
田
守
山
路
愛
山
（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
日
本
歴
史
大
事
典
」
３
、
小
学
館
、
平
旧
・
３
）

＊
芦
谷
信
和
山
路
愛
山
「
頼
襄
を
論
ず
」
（
「
近
代
文
学
論
創
」
第
４
、
５
号
、
平
旧
・
６
、
叫
・
６
）

小
股
憲
明
山
路
愛
山
（
桂
島
宣
弘
ほ
か
編
『
日
本
思
想
史
辞
典
」
ぺ
り
か
ん
社
、
平
田
・
６
）

今
中
寛
司
山
路
愛
山
（
臼
井
勝
美
ほ
か
編
「
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
」
吉
川
弘
文
館
、
平
田
・
７
）

紀
田
順
一
郎
山
路
愛
山
（
「
ペ
ン
ネ
－
ム
の
由
来
事
典
」
東
京
堂
出
版
、
平
田
・
９
）

山
路
愛
山
（
今
谷
明
ほ
か
編
『
別
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
」
２
〈
日
本
編
下
〉
、
〈
刀
水
歴
史
全
書
妬
〉
刀
水
害
房
、
平

北
村
透
谷
の
文
学
史
論
の
行
方
と
国
民
観
ｌ
晩
年
の
思
想
的
課
題
に
つ
い
て
ｌ
（
「
兵
庫
史
学
研
究
」
第
妬
号
、
平
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山路愛山参考文献目録

Ⅷ
秋
山
駿
出
て
来
い
、
内
田
魯
庵
や
山
路
愛
山
〈
批
評
の
透
き
問
９
〉
（
「
季
刊
文
科
」
第
別
号
、
平
Ⅲ
・
４
）

岩
崎
允
胤
安
井
息
軒
の
キ
リ
ス
ト
教
理
批
判
ｌ
『
弁
妄
』
に
つ
い
て
’
二
日
本
近
代
思
想
史
序
説
［
明
治
期
前
篇
］
」
上
、
新
日

ｌ
山
路
愛
山
（
秦
郁
彦
編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
」
東
京
大
学
出
版
会
、
平
Ｍ
・
５
）

川
崎
司
山
路
愛
山
（
大
貫
隆
ほ
か
編
雷
石
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
」
岩
波
書
店
、
平
Ｍ
・
６
）

高
坂
盛
彦
遊
学
時
代
／
民
友
社
時
代
／
修
史
家
時
代
（
『
あ
る
明
治
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
記
録
ｌ
孤
高
の
戦
闘
者
竹
越
與
三
郎
伝
』

〈
中
公
叢
書
〉
中
央
公
論
新
社
、
平
ｕ
・
８
）

出
原
隆
俊
透
谷
と
鑑
三
．
透
谷
と
愛
山
の
一
側
面
付
・
人
生
相
渉
論
争
関
係
年
表
（
藪
禎
子
ほ
か
校
注
『
キ
リ
ス
ト
者
評
論
集
」

〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
茄
〉
（
岩
波
書
店
、
平
陞
・
皿
）
「
現
代
日
本
教
会
史
論
」
を
収
録
。
脚
注
・
補
注
を
付
す

北
川
透
〈
無
絃
の
大
琴
〉
と
は
何
か
ｌ
北
村
透
谷
の
問
い
Ｉ
（
同
右
月
報
）
／
川
崎
司
透
谷
・
愛
山
・
明
石
・
炊
堂
１

国
○
君
］
団
の
８
日
の
○
ヨ
尉
言
目
Ｉ
（
同
右
月
報
）

本
出
版
社
、
平
Ⅲ
・
５
）

堀
竹
忠
晃
「
義
仲
論
」

近
藤
裕
樹
明
治
期
「
同
情
」
思
想
に
お
け
る
一
考
察
ｌ
山
路
愛
山
を
も
と
に
し
て
Ｉ
（
「
文
化
史
学
」
第
師
号
、
平
田
．
Ⅱ
）

池
田
智
文
近
代
日
本
に
お
け
る
在
野
史
学
の
研
究
ｌ
山
路
愛
山
の
史
学
思
想
を
中
心
に
Ｉ
（
「
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
」
第
路
集
、
平
田
・
胆
）

14

5
ー

（
芥
川
龍
之
介
）
試
論
ｌ
高
山
樗
牛
、
山
路
愛
山
と
の
関
連
か
ら
Ｉ
（
「
論
究
日
本
文
学
」

第
乃
号
、
平
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今
回
、
戦
後
分
の
み
の
掲
載
と
し
た
の
は
、
戦
前
分
は
調
査
（
特
に
現
物
確
認
）
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
と
、
紙
幅
の
関
係
か

ら
で
あ
る
。
調
査
不
足
の
た
め
、
遺
漏
し
た
文
献
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

主
な
先
行
参
考
文
献
目
録
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
師
井
キ
ヌ
エ
山
路
愛
山
資
料
年
表
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
陥
巻
、
昭
和
女
子
大

学
光
葉
会
、
昭
邪
・
２
）

・
大
久
保
利
謙
参
考
文
献
（
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山
』
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
岨
）

・
岡
利
郎
参
考
文
献
（
岡
利
郎
編
「
山
路
愛
山
集
（
こ
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
３
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
帥
・
２
）

・
石
上
良
平
・
石
上
撫
子
参
考
文
献
に
つ
い
て
（
山
路
愛
山
著
、
石
上
良
平
・
石
上
撫
子
編
「
人
生
・
命
耶
罪
耶
』
影
書
房
、

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
ほ
か
『
年
刊
人
物
文
献
目
録
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
）
、
『
国
文
学
年
鑑
」
（
国
文
学

研
究
資
料
館
）
な
ど
の
二
次
資
料
を
参
考
に
し
た
。

最
後
に
、
本
目
録
作
成
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
聖
学
院
大
学
の
川
崎
司
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

付
記

昭
帥
・
３
）
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